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第１ 令和３年度環境局決算の概要 

 
１．総括 

近年、地球温暖化による気候変動の影響が顕在化するなか、2050年カーボンニュ

ートラル実現に向けた取り組みが世界レベルで進められている。また、プラスチッ

クごみ問題への関心の高まり、外来種による生態系等への影響の拡大、さらには新

型コロナウイルス感染症への対応など、本市の環境行政を取り巻く情勢は急速かつ

大幅に変化している。 

 このような中、本市では、神戸の豊かな自然環境を守り、暮らしと社会を持続可

能なものとしていくため、市民・事業者・行政など全ての主体の協働と参画のもと、

多様なエネルギーの活用や省エネルギーの推進、資源循環の促進、生物多様性の保

全など、神戸の持つ資源や特色を活かした施策を強力に推し進めてきた。 

 今後とも、これらの施策を通じて、ＳＤＧｓに係る取り組みの進展に寄与すると

ともに、「自然と太陽のめぐみを未来につなぐまち・神戸」の実現に向けて取り組

みを加速させていく。 

 
 

２．主要事業の概要及び成果 

Ⅰ．地球温暖化対策の推進 

（１）水素スマートシティ神戸構想の推進  64,471 千円 

水素スマートシティ神戸構想を推進するため、地元企業等が実施するサプライチェ

ーンの構築に向けた先駆的な実証事業に対する支援を実施した。 

令和３年度は、水素サプライチェーン構築実証事業として、世界初の液化水素運搬

船「すいそ ふろんてぃあ」で大量かつ長距離の液化水素海上輸送実証試験を実施し、

豪州から神戸空港島の液化水素貯蔵・荷役基地「Hy touch 神戸」までの輸送に成功し

た。 

また、水素エネルギー利用システムの開発実証事業として、水素燃料による効率的

な発電技術の開発・検証を実施した。 

 

 

（２）再生可能エネルギーの導入及び温室効果ガス吸収源の創造  12,677 千円 

再生可能エネルギーの普及による家庭部門の温室効果ガス排出削減を図るため、住

宅用太陽光発電や家庭用蓄電池の購入を希望する市民を募り、入札で施工業者を選定

することで、通常よりも安価に契約できる仕組み（住宅用太陽光発電等の共同購入事

業）を活用した新たな普及促進策を実施した。 

また、二酸化炭素固定の新しい選択肢として注目されているブルーカーボンについ

て、海水域（須磨海岸、兵庫運河）における藻場の現状調査や市民・企業向けの啓発

イベントを開催するとともに、淡水域におけるブルーカーボンの評価として、烏原貯

水池の調査を実施した。 
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（３）クリーンエネルギー自動車普及促進事業  3,382 千円 

クリーンエネルギー自動車の普及を促進するため、県と協調して実施している事業

者向けの燃料電池自動車（ＦＣＶ）の導入補助について、新たにタクシーを対象とし

て追加するとともに、市独自の取り組みとして個人にも補助対象を拡大した。    

また、災害による停電時に電動自動車から天井照明等に給電する「外部給電・神戸

モデル」を行うための施設改修費等に対する補助を行った。さらに、災害停電時でも

ごみ焼却による自立発電ができる港島クリーンセンターで電気自動車等に充電する

ことで、避難所等へ反復して給電できる特長を生かし、地域の防災訓練等において給

電の実演やパネル展示を通じた普及啓発に取り組むとともに、啓発動画の配信や導入

マニュアルの整備を行った。 

 

 

（４）市内事業者及び家庭を対象とした省エネ推進事業  8,243千円 

市内の中小企業を主な対象とした省エネ診断事業として、令和３年度は新たにエネ

ルギーモニターによる電力の「見える化」を実施し、受診企業が効率的に省エネに取

り組めるよう支援体制を拡充した。 

また、市内企業等を対象とした啓発セミナーとして、令和３年度は新たにＥＳＧの

視点に基づく脱炭素経営の手法を紹介し、参加企業の積極的な脱炭素経営を支援した。 

さらに、家庭における省エネを推進するため、スマートフォンアプリ「イイことぐ

るぐる」において、家庭のＣＯ２排出量の見える化とエコアクションの実践を促す「イ

イことコツコツ」など、新たなメニューの拡充を行うとともに、ＨＥＭＳ（ホーム･エ

ネルギー･マネジメントシステム）機器とエネファームの同時設置に対する補助を行

った。 

 

 

（５）「ＫＯＢＥ ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」の取り組み  4,840 千円 

地球温暖化対策につながる製品・サービス・行動の選択を促すことで本市の家庭部

門における温室効果ガス排出量の更なる削減を図る、地球温暖化対策普及啓発事業

「ＫＯＢＥ ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ（賢い選択）」について、withコロナ時代の新た

な生活スタイルに対応し、オンラインでの啓発を強化した。 

具体的には、環境にやさしい住宅について考えるきっかけ作りとして「ＫＯＢＥ 

ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥエコ住宅キャンペーン」として、大学生が中心となって様々

な環境問題の啓発に取り組むNPO法人Blue Earth Projectと連携して制作したＰＲ動

画を配信したほか、市のホームページにキャンペーンページを設置し、住宅への省エ

ネ設備の導入等を促す情報発信に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

2



Ⅱ．資源の有効活用と廃棄物の適正処理 

（１）まわり続けるリサイクル  10,000 千円 

リサイクルの見える化と質の高いプラスチックリサイクルを目指した資源回収ス

テーションをふたば学舎に設置し、多様なプラスチックリサイクルの推進や、びんの

拠点回収のモデル事業を実施するなど、地域等と一体となったリサイクル推進に取り

組むとともに地域コミュニティの場の創出にも寄与した。 

また、日用品メーカー等と協働し、洗剤やシャンプーなど使用済みのつめかえパッ

クを分別回収・リサイクルして再びつめかえパックに戻す「つめかえパックリサイク

ルプロジェクト」を開始するとともに、回収したペットボトルを再びペットボトルに

リサイクルするボトルtoボトル事業の令和４年度開始に向け、事業者を選定するなど、

「まわり続けるリサイクル」の実現に向けた取り組みを推進した。 

 

 

（２）海洋プラスチックごみ問題の啓発  4,131 千円 

海洋プラスチックごみの問題や、その解決に向けた取り組みの啓発として、地元

中学生やボランティアが須磨海岸で集めたごみを使用したエコアート「プラごみ水

族館」を制作し、市内各所で展示した。制作にあたっては、多くの市民を巻き込む

工夫として、ワークショップを開催し、市民の参加を図るとともに、その制作過程

を紹介する動画を配信した。 

また、紙芝居動画「プラ島太郎」を制作・配信し、市内の幼稚園や保育園におい

て教材として活用するなど、幅広い世代を対象とした海洋プラスチックごみ問題の

啓発に取り組んだ。 

 

 

（３）路上喫煙、ぽい捨て防止  35,842 千円 

「神戸市ぽい捨て及び路上喫煙の防止に関する条例」により、市内全域でぽい捨て

を禁止し、路上喫煙をしない努力義務を課すとともに、「ぽい捨て防止重点区域」及

び「路上喫煙禁止地区」を指定し、巡回指導等による喫煙マナー等の徹底を図った。 

また、東遊園地の再整備に合わせて、迷惑喫煙防止を図るため、屋内型喫煙所を設

置した。 

さらに、音声やデザインによるナッジ(行動変容の仕掛け)を活用した「仕掛けごみ

箱」の実証実験やごみ拾いとジョギングを組み合わせたプロギングなどのイベント型

啓発事業を展開するなど、幅広い世代に対するぽい捨て防止の啓発を強化した。 
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（４）家財の片付けサポート、大型ごみの排出支援  6,967 千円 

空き家の家財道具の整理や遺品の片付け等にお困りの方に対して、関係団体等と連

携した「家財の片付けサポート」事業の運用を開始した。 

また、大型ごみの手数料納付にかかる利便性向上を図るため、インターネットによ

る大型ごみ収集申込においてキャッシュレス決済を導入した。さらに、宅内から大型

ごみを出すことが困難な世帯（要介護・要支援認定者、障がい者のみで構成される世

帯）を対象に、持ち出し支援事業のモデル実施を行った。 

 

 

（５）「ＫＯＢＥ ストップ the 食品ロス」運動  5,207 千円 

家庭で利用していない食品を福祉団体・施設等に寄付するフードドライブ実施店舗

の拡大やフードバンク団体への支援等を推進した。 

また、「食品ロス削減に向けたアクションメニュー」に基づき、神戸に縁のある食

品関連企業と連携・作成した「残りもの野菜を食べきるスープレシピ」や多世代が遊

びを通じて食品ロスを学べる「食品ロスNOかるた」を作成するなど、広報啓発を強化

した。 

 

 

（６）クリーンセンターにおける計量等業務の委託化  39,188 千円 

港島クリーンセンターにおける計量等業務について民間活力を導入するとともに、

三宮・元町周辺等の繁華街における早朝収集に対応し、カラス被害の軽減など、まち

の美化を推進するため、搬入開始時刻を午前８時から午前７時に早める実証実験を実

施した。 

 

 

（７）西クリーンセンター延命化事業  2,218,456 千円 

稼動後27年が経過する西クリーンセンターについて、稼動期間の15 年延長を目指

す長寿命化計画に基づき、焼却施設や焼却ガス冷却設備、排ガス処理設備等を部分更

新する延命化工事を完了した。（工事期間：平成30年～令和３年）。 

延命化事業にあわせて、最新型の省エネ機器の導入や燃焼制御の最適化を行うこと

で、ＣＯ２排出量の削減を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4



Ⅲ．自然環境の保全 

（１）生物多様性の保全  68,745 千円 

有害鳥獣による生態系被害等の防止として、ニホンジカの六甲山系への侵入・定着

防止のため、センサーカメラやＧＰＳを活用した生息状況調査を実施するとともに、

国や周辺自治体等の関係機関との連携の強化等に取り組んだ。また、生息数が減少し

ているニホンイシガメの保全に向けた生態調査等の希少種保全、アカミミガメ防除や

ヒアリの侵入・定着防止等の外来種対策を実施した。 

さらに、人の営みによって維持されてきた環境が失われつつある里地里山の保全・

再生を図るため、コロナ禍で経済的な支援を要する学生等を雇用し、樹木調査、竹林

整備、不耕作棚田の整備等の保全活動を実施するとともに、生物多様性保全活動に取

り組む市民団体を支援するなど、市民等による生物多様性保全活動の活性化を推進し

た。 

豊かな海づくりの実現に向けては、関係局と連携して、垂水処理場における栄養塩

類管理運転に取り組むとともに、稚魚等の成育の場として、藻場の保全・育成を図っ

た。また、大阪湾や瀬戸内海に面する自治体等との連携を強化した。 

 

 

（２）土砂等の不法投棄防止及び太陽光発電施設の適正な設置等  23,281 千円 

「神戸市土砂の埋立て等による不適正な処理の防止に関する条例」に基づき、不適

正な土砂埋立て等による災害の発生を未然に防止するとともに、生活環境及び自然環

境の保全を図り、市民の安全を確保した。  

また、山間部等の人の目が届きにくく不法投棄が多く発生する地域や不適正な土砂

埋立て等が行われる恐れがある地域において、不法投棄防止カメラの設置により、24

時間の監視体制を整備するとともに、地域の目を活用した積極的な情報収集に努める

など、不法投棄対策を徹底した。 

さらに、「神戸市太陽光発電施設の適正な設置及び維持管理に関する条例」に基づ

き、大規模太陽光発電施設に対し廃棄等費用の事前積立、残置森林率の確保等を義務

付けるとともに、既に設置している事業者に対しては、維持管理状況等の報告を義務

付けることで、施設の安全性・信頼性を高める取り組みを実施した。 
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〇ごみ処理                              （単位：ｔ） 

総 量 

収 集 量 処 理 量 

家庭系 

事業系 焼 却 埋 立 資源化 
燃える 

ご み 

燃えない 

ご み 
大型ごみ 資源ごみ 

470,680 245,031 14,243 6,482 28,324 176,600 436,230 15,334 27,219 

 （注）資源ごみは、缶・びん・ペットボトルと容器包装プラスチック 

 

 

〇し尿処理            （単位：キロリットル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 量 

（処理量） 

し  尿 浄化槽汚泥 

そ の 他 家庭系 事業系 

18,926 1,597 656 16,673 
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（参考）都市整備等基金による土地の先行取得状況 

 

事業名（用途） 
令和 4年 3 月 31 日現在残額 

令和 3年度末時点 
の利用状況 

買戻し予定  

面積 ｍ２ 
（金利額） 外書 

金額 円 

東灘事業所 247.11 
（27,512,635） 

110,201,984 
東灘事業所として使用 

令和 17年度買戻し 
完了予定 

23


